
法 学 部 教 授 会 議 事 要 旨 

 

日 時  令和8年3月6日（金）12時00分～13時13分 

場 所  法経研究棟 大会議室（４階） 

出席者  62名（定足数41名） 

 

 

議      事 

 

【協議事項】 

 １．定足数について 

  学部長から、育休復帰及び育休取得に伴い、法学部教授会規程第4条第 1項に基づき、当該教員を3

月からの教授会の定足数に加え、また、除外することについて説明があり、協議の結果、承認した。  

２．学生の異動について 

   教務委員会委員長から、学生の異動について、資料に基づき説明があり、協議の結果、承認した。 

 ３．交換留学先で修得した授業科目の単位認定について 

   教務委員会委員長から、交換留学先で修得した授業科目の単位認定について、資料に基づき説明があ

り、協議の結果、承認した。 

 ４．2025年度学部学生の卒業認定について 

   教務委員会委員長から、2025年度学部学生の卒業認定について、資料に基づき説明があり、協議の結

果、承認した。 

５．2025年度楠本賞、学士学位記授与式代表者及び法学部優秀賞の受賞者について 

   教務委員会委員長から、2025年度楠本賞、学士学位記授与式代表者及び法学部優秀賞の受賞者につい

て、資料に基づき説明があり、協議の結果、承認した。 

 ６．法曹コース修了判定及び登録者選考について 

教務委員会委員長から、法曹コース修了判定及び登録者選考について、資料に基づき説明があり、協

議の結果、承認した。 

７．2026年度開講科目及び担当教員について 

教務委員会委員長から、2026年度開講科目及び担当教員について、資料に基づき説明があり、協議の

結果、承認した。 

８．編入学試験のあり方について 

教務委員会委員長から、編入学試験のあり方について、資料に基づき説明があり、協議の結果、承認

した。 

 ９．大阪大学法学部、大学院法学研究科及び高等司法研究科と 

ウォッシュバーンロースクールとの間における学術交流に関する協定の更新について 

   国際交流室員から、大阪大学法学部、大学院法学研究科及び高等司法研究科とウォッシュバーンロー

スクールとの間における学術交流に関する協定の更新について、資料に基づき説明があり、協議の結果、

承認した。 

10．2026年度派遣 学生交流協定(部局間)に基づく協定校への交換留学派遣候補者について 

国際交流室員から、2026 年度派遣 学生交流協定(部局間)に基づく協定校への交換留学派遣候補者に

ついて、資料に基づき説明があり、協議の結果、承認した。 

 11. 公益財団法人松下幸之助記念志財団松下政経塾と 

国立大学法人大阪大学法学部との提携講義開講に関する協定について 

   副学科長から、公益財団法人松下幸之助記念志財団松下政経塾と国立大学法人大阪大学法学部との提 

携講義開講に関する協定について、資料に基づき説明があり、協議の結果、承認した。 

 

【報告事項】 

 １．法学部運営委員会（3/3） 

   学部長から、3月3日に開催された同委員会の報告があった。 



 ２．法学部教務委員会（3/3） 

   教務委員会委員長から、3 月 3 日に開催された同委員会の以下の事項について、資料に基づき報告が

あった。 

   ・2025年度秋～冬学期定期試験における追試験の実施状況について 

   ・2025年度秋～冬学期「成績評価の講評・解説」の提出状況について 

・2025年度秋～冬学期の成績ガイドラインの遵守状況について 

・2025年度秋～冬学期法学部科目の成績に係る異議申立について 

・2025年度マルチリンガル・エキスパート養成（MLE）学部プログラムの修了判定について 

・2026年度マルチリンガル・エキスパート養成（MLE）学部プログラムの受講可否判定について 

・2026年度早期卒業候補者数について 

・2026年度他部局提供の高度教養教育科目・高度国際性涵養教育科目のうち 

卒業要件として認定する科目について 

・2026年度新入生オリエンテーションについて 

・オープンキャンパス2026について 

 ３．青雲キャリア支援基金「キャリア形成支援活動」による支援制度について 

   学生支援室長から、青雲キャリア支援基金「キャリア形成支援活動」による支援制度について、資料

に基づき報告があった。 

 ４．令和8年度における運営体制について 

   学部長から、令和8年度における運営体制について、資料に基づき報告があった。 

 ５．法学部新入生ご家族懇談会の開催について 

   副学科長から、法学部新入生ご家族懇談会の開催について、資料に基づき報告があった。 

６．青雲懸賞論文について 

  教務委員会委員長から、青雲懸賞論文について、資料に基づき報告があった。 


